
昭
和
四
十
八
年
九
月

劇

第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
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部

会
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闘

閲
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部

会
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化
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門
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0

第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
事
業
専
門
委
員
会
演
劇
部
会
委
員
名
簿

0

第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
事
業
専
門
委
員
会
演
劇
部
会
審
議
経
過

(4) (3) (2) 

一
、
第
二
国
立
劇
場
の
必
要
性
と
そ
の
性
格

演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
の
必
要
性
と
そ
の
性
格
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

二
、
第
二
国
立
劇
場
の
公
演
事
業

演
劇
の
公
演
形
態
：
・
：
・
:..•..........................•..•.••..........•...........•.•................. 

演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
機
構
図
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

国
立
劇
団
の
必
要
性
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

三
、
第
二
国
立
劇
場
の
た
め
の
芸
術
家
の
養
成

四
、
第
二
国
立
劇
場
に
お
け
る
調
査
・
研
究
及
び
資
料
と
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供

演
劇
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
：

．．．．．． 
；
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

五
、
第
二
国
立
劇
場
の
施
設

l
 

9
(＼
 

し

:t.｀
、
'

演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
の
施
設
案
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
＇ー：

劇
場
建
設
の
基
本
的
理
念
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

欧
米
主
要
劇
場
資
料

劇
場
主
要
部
分
図
：

．．．．．．．．．．．．．．． 
・`・: 
•••••••••••••.••••.•••••.•••••••••••••••••••.•••••••••••.••••• 

①
昭
和
四
十
七
年
度
移
動
芸
術
祭
及
び
青
少
年
芸
術
劇
場
に
つ
い
て

（
審
議
参
考
資
科
）

●(0 

演
劇
の
た
め
の
養
成
機
関
に
つ
い
て

(4) (3) (2) ①
演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
に
お
け
る
公
演
種
目

目

次

52 51 44 41 20 18 13 12 11 8
 

7
 

4
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ま
こ
そ
、

「
第
二
国
立
劇
場
」

そ
の
時
期
で
あ
り
、
国
民
の
要
望
も
そ
こ
に
あ
る
。

国
民
活
力
を
芸
術
の
創
造
と
享
受
に

第
二
国
立
劇
場
の
必
要
性
と
そ
の
性
格

演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
の
必
要
性
と
そ
の
性
格

す
べ
て
芸
術
は
、

性
と
は
、

の
設
立
に
よ
っ
て
、
満
た
さ
れ
よ
う
。
国
民
の
も
っ

日
常
的
な
享
受
の
対
象
と
な
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
本
来
の
意
味
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
べ
て

の
人
間
は
芸
術
享
受
の
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
基
本
的
権
利
の
―
つ
な
の
で
あ
る
3

芸
術
の
公
共

そ
の
こ
と
を
い
う
。

芸
術
的
表
現
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
身
近
な
、
も
っ
と
も
原
初
的
な
も
の
は
、
人
間
自
身
の
身
体
に
よ
る
表
現
で
あ
る
。

演
劇
は
、
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
表
現
形
式
の
―
つ
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
演
劇
は
、
創
造
と
享
受
と
が
同
時
に
行
わ
れ
る

芸
術
形
式
と
し
て
も
、
他
の
芸
術
と
区
別
さ
れ
る
特
殊
性
を
も
っ
て
い
る
。
共
同
社
会
の
成
員
の
あ
る
も
の
が
演
技
者
と
し

て
創
る
も
の
を
、
他
の
成
員
は
観
客
と
し
て
享
受
し
つ
つ
、

そ
の
日
常
的
享
受
、

し
て
、
演
劇
は
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
共
同
社
会
そ
の
も
の
の
自
己
表
現
と
し
て
、
演
劇
ほ
ど
直
接
的
な
表
現
手
段
は

な

い

。

そ

の

公

共

性

が

、

特

に

重

視

さ

れ

る

の

は

、

そ

れ

故

で

あ

る

。

近
代
国
家
の
条
件
と
し
て
の
国
立
劇
場

そ
の
創
造
に
も
参
加
す
る
。

今
日
の
中
都
市
ほ
ど
の
人
口
し
か
持
た
な
か
っ
た
古
代
ギ
リ
ツ
ア
の
ア
テ
ネ
が
一
七
、

0
0
0人
の
、
エ
フ
ュ
ソ
ス
が
二

三
、
0
8

人
の
~
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
が
一
七
、
0
0
0

人
の
観
客
席
を
備
え
た
大
劇
場
を
持
っ
て
い
た
の
も
、
国
民
の
誰
も
が
、

c
 

ヽ

‘
~
t

、,``

ヽ
9
、

•
j
.
`
v
:
·
a
'

ム

．
 

J
;
,

．

,i. 

観
客
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
劇
場
は
、
国
．
家
の
責
任
に
お
い
て
、

維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
演
劇
の
公
共
性
は
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
喩
今
日
に
お
い
て
も
近
代
化
さ
れ
た
欧
米
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、

っ
て
い
る
。
演
劇
の
日
常
的
享
受
の
機
会
を
国
民
に
保
障
す
る
こ
と
は
、

れ
ば
、

国
及
び
地
方
自
治
体
の
責
任
で
あ
り
、

そ
れ
は
近
代
国
家
の
―
つ
の
条
件
で
あ
る
。
明
治
以
後
近
代
国
家
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
わ
が
国
に
も
｀
当
然
、
も

っ
と
早
く
、
演
劇
の
た
め
の
国
立
劇
場
が
実
現
さ
れ
て
い
て
も
、
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
国
民
的
活
力
が
、
今
日
ほ
ど
充
実
し
て
い
る
時
代
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

力
は
文
化
の
領
域
に
お
い
て
、
充
分
に
そ
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
主
と
し

造
と
享
受
に
≫

そ
の
力
を
発
揮
す
る
な
ら
、

て
、
物
質
的
領
域
で
燃
焼
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
充
実
し
た
国
民
の
活
力
が
、
文
化
の
領
域
、
殊
に
、
芸
術
の
創

わ
が
国
の
文
化
は
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
向
上
を
み
せ
る
に
違
い
な
い
。
い

国
民
の
要
望
に
応
え
る
第
二
国
立
劇
場

文
化
に
対
す
る
こ
の
国
民
の
要
望
の
一
っ
は
、

と
も
直
接
的
な
芸
術
創
造
、
享
受
の
場
は
、
演
劇
に
こ
そ
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
日
常
的
創
造
、
享
受
の
機
会
は
、

公
共
の
劇
場
に
よ
っ
て
こ
そ
、
保
障
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
設
備
、
機
能
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
理
想
的
な
国
立
劇
場
が
設
置
さ

演
劇
芸
術
の
享
受
は
人
間
の
基
本
的
潅
利
て
あ
る

一

ヽ

こ
の
両
者
の
共
同
作
業
の
結
果
と

「
国
立
」
あ
る
い
は
「
公
立
」
の
劇
場
を
も

い
っ
て
み

そ
の
活

-5- -4-



ま
た
、 そ

れ
故

「
第
二
国
立
劇
場
」
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
制
作
上
演
す
る
演
劇
種
目
は
、
「
現
代
」
の
「
演
劇
芸
術
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

「
現
代
の
」
と
い
う
意
味
は
、
む
ろ
ん
上
演
演
目
が
「
現
代
作
家
」
の
作
品
に
限
定
さ
れ
る
、

内
外
の
「
古
典
」
で
も
当
然
、

認
で
き
る
演
劇
と
し
て
の
意
味
を
充
分
に
果
し
得
る
な
ら
、
上
演
演
目
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

「
演
劇
芸
術
」
と
い
う
意
味
は
、
主
と
し
て
「
娯
楽
」
の
対
象
と
し
て
上
演
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
こ
に
含
ま
れ
な
い
、

う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
将
来
へ
の
展
望
の
も
と
に
、
新
し
い
演
劇
的
価
値
の
開
発
に
も
役
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

ゆ
る
「
実
験
演
劇
」
の
試
み
に
も
、
積
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
現
代
」
の
「
演
劇
芸
術
」

演
種
目
の
主
体
と
な
る
。

ま
た
、
人
間
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
成
長
期
に
あ
る
「
青
少
年
」
の
た
め
の
演
劇
の
創
造
と
そ
の
享
受
の
機
会
の
提
供
も

「
第
二
国
立
劇
場
」
に
と
っ
て
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

U

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

①
演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
に
お
け
る
公
演
種
目

二
、

れ
、
そ
の
劇
場
で
の
舞
台
成
果
が
、
全
国
各
地
に
提
供
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
国
民
の
基
本
的
権
利
は
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
劇
場
の
設
立
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
果
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
代
演
劇
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
第
二
国
立
劇
場
を

こ
の
「
第
二
国
立
劇
場
」
は
、
当
然
、
「
現
代
」
の
「
演
劇
芸
術
」
の
創
造
、
そ
の
充
実
、
発
展
の
場
と
し
て
、
ま
た
将
来
へ

の
展
望
の
も
と
に
、
新
し
い
演
劇
的
価
値
・
人
間
開
発
の
場
と
し
て
も
、
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
設
の

国
立
劇
場
」
は
、
主
と
し
て
、
「
古
典
芸
能
」
の
保
存
に
、
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
3

第
二
国
立
劇
場
は
、

現
代
の
演
劇
芸
術
の
創
造
に
必
要
な
完
備
さ
れ
た
「
劇
場
」
を
中
心
に
、
後
継
者
養
成
所
、
情
報
セ
ソ
タ
ー
等
必
要
な
施
設

を
も
併
設
し
、
し
か
も
、
全
国
民
の
要
望
に
応
え
て
地
方
公
演
等
の
施
策
も
実
施
で
き
る
よ
う
な
「
現
代
演
劇
セ
ソ
タ
ー
」

と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
「
事
業
主
体
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3

第

二

国

立

劇

場

の

公

演

事

業

「
現
代
」
の

●(I(（ 

ヘーこ

i

演
劇
」
、
す
な
わ
ち
現
代
に
生
き
て
い
る
国
民
が
、

・バ＼（

い
わ

そ
こ
に
人
間
の
真
実
を
確‘

 

と
＞

の
創
造
を
め
ざ
し
、
現
代
に
生
き
て
い
る
人
間
の
真
実
を
確
認
さ
せ
る
演
劇
が
、
公
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(2) 
OVl ~

 ．
 

．
 ”"＂ (j) 

ア

自
主
公
演

二
五
日

x
六

（
青
少
年
）

シ
ー
ズ
ソ
制
（
定
期
公
演
制
）

春
期
公
演

秋
季
公
演

冬
季
公
演

夏
季
、
冬
期

般）

八
月

一
月

五
月

1
四
日
間
計
二
五
日
間
を
基
準
と
考
え
る
。

ハ
月

イ

青
少
年
の
た
め
の
公
演

年
間
使
用
日
数
及
び
回
数
の
例

九
月

1
―
一
月

一
演
目
の
上
演
日
を
ニ
―
日
間

一
演
目
の
稽
古
日
を一

五

0
日
間
：
…

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

外
国
、

（例）

創
作
戯
曲

三
演
目

（
二
公
演
）

（
三
公
浪
）

（
一
公
演
）

―
二
月

1
一
月

伽

上

演

種

目

ァ

一
般
公
演

ハ
演
目
程
度
と
す
る
。

オ

そ

の

他

（ウ） 仔）

工

国
捺
交
流
公
演

(7) 

劇
場
費
、
大
道
具
費
を
劇
場
負
担
と
し
‘
収
入
の
一
部
を
充
て
る
。

・
優
れ
た
設
備
と
瑣
境
を
提
供
（
低
廉
な
対
価
）

極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
劇
場
自
体
の
専
属
劇
団
所
有
ま
で
の
期
間
、
劇
場
の
施
策
の
一
っ
と

し
て
積
極
的
な
貸
館
を
行
う

3

劇
場
で
制
作
し
、
他
の
主
催
者
に
提
供
す
る
形
態
で
主
と
し
て
地
方
公
演
の
場
合
の
よ
う
に
、
地

元
主
催
者
に
提
供
又
は
売
り
渡
す
公
演

（例）

青
少
年
の
た
め
の
巡
回
公
演

二
五
回

x

2
作
品

秋

季

二

五

回

x

3
作
品

“> 

！
［
え
i

-

ー
！
ー
・
t‘'-i,＂t4,

＇

t

i

-

|

|

|

喜
{
,
"

ミ’~又

笠
9
.〗^

9

ク＿＿＿

春
季

各
国
の
劇
場
と
の
交
換
公
演
（
公
演
の
形
態
と
し
て
は
ア
ー
ウ
の
い
づ
れ
か
に
入
る
）

舞
台
芸
術
全
般
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
活
動
と
の
交
流
、

ム
、
講
演
会
の
開
催

ゥ

巡

回

公

演

の
経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
。

（例）

イ

提

携

公

演

ア

自
主
公
演

文
芸
的
、
財
政
的
な
観
点
を
度
外
視
し
た
。

財
政
的
に
は
事
業
に
対
す
る
国
庫
負
担
が
前
提
と
な
る
。

上
演
形
式

劇
場
が
自
主
事
業
と
し
て
公
洞
収
支
に
全
責
任
を
負
う
も
の
。

・
自
主
公
演
以
外
に
優
れ
た
企
画
の
公
演
の
成
果
を
促
進
し
、
助
成
せ
し
め
る
た
め
、

工 ウ イ

備
え
て
い
る

3

演
劇
の
公
演
形
態
に
つ
い
て

次
の
こ
と
を
配
慮
し
ま
と
め
た
。

現
代
演
劇
の
た
め
の
劇
場
と
は
、
客
席
八

0
0席
1
1
0
0
0
0席
を
持
ち
、
所
謂
中
劇
場
と
し
て
の
規
模
を

演
劇
（
台
詞
を
生
で
伝
達
す
る
）
が
中
心
で
あ
る
が
、
室
内
オ
ペ
ラ
、
現
代
舞
踊
等
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

配
慮
さ
れ
る
。

ア

し
、
芸
術
団
体
の
自
主
的
な
活
動
の
助
成
を
行

こ
の
場
合
、
自
主
公
演
だ
け
で
は
埋
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
貸
劇
場
に
す
る
と
い
う
消

゜
4
ノ

年
間
五

0
日

世
界
演
劇
祭
の
開
催

俳
優
、
演
出
家
、
舞
台
、
美
術
関
係
者
、
制
作
関
係
者
の
人
物
交
流
、
留
学
生
の
研
修
、
資

料
等
の
交
流
、
固
際
会
議
の
開
催

（
主
と
し
て
朝
、
昼
公
演
と
す
る
）

.¥((((J 

ー

そ
の
上
演

シ
ム
ポ
ジ
ウ

-9-
-8 -



書

部

資

料

部

出

版

部

調
査
研
究
室

情
報
セ
ソ
タ
ー

図

総監督室

］

は

他

部

門

の

第

二

国

立

劇

場

の

機

構

と

重

複

す

る

と

思

わ

れ

る

も

の

演
劇
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
機
構
図

□三
‘’ 

と三

］ ： 
観渉制

外作
．． 

宣事
客伝業

／ 

制企総

作画務

三
六
、
四

0
0名

四
九
、
四

0
0名

i
 

¥
―
 

9
(
 
（
 

―

―

―

―

―

-

＇

,

＇

-

：

'
9
,
 

．．
 
tt‘, 

ふ

f

、

J

ーに

2ょ

-
A羹
’-5式

9.

—~~~\_;,.~:~~; 

一

＊

ー
ぐ
、
、
9
t
4
,

9▲

9‘ 

動
員
推
定
数
（
劇
場
の
座
席
数
を
一
、

0
0
0
と
す
る
）

佃
自
主
公
演
一
四
四
回

卸
青
少
年
公
演

3
提
携
公
演

八

0
%

八

0
%

五
六
、

0
0
0名

七
六
、

0
0
0名

八

0
%

゜
ー

ー

1
↓

4
 

計

1
↓

5
 

一
六
五
日

ォ ェ ィ

（
注
）
ニ
―
日
間

に
二
四
回
公
演

レ
バ
ー
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
交
互
上
演
も
あ
り
う
る
。

青
少
年
公
演
は
原
則
と
し
て
朝
昼
を
使
用
す
る
も
の
．
と
す
る
の
で
、

数
を
計
上
す
る
。

国
際
交
流
公
演
、

四
日

x-
――

夏
二
五
日
間

年
間
五
団
体
X

二

0
日
間
（
稽
古
日
を
含
む
）

1
0
0
日・・・・・・・・・・・・・・・・

約
九
五
回
：
…
．．．．．．．．．．． 

叉
、
例
え
ば
各
月
末
の
三
日
間
を
実
験
的
上
演
と
す
る
な
ど
、
単
な
る
貸
劇
場
、
室
内
オ
ペ
ラ

舞
踊
等
他
の
分
野
の
公
演
等

三
九
九
回

ウ

提

供

公

演

五
0
回

一
演
目

ニ
四
回

x
六

―
―
五
、
二

0
0名

六
五
％

六
五
％

六
五
％ 九

六
日
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

九

0
回
：
：
．．．．．．．．．．．． 

保
守
の
た
め
の
点
検
日

（
現
在
の
国
立
劇
場
は
建
設
省
の
定
期
検
査
日
を
設
定
し
て
い
る
）

七
日
：
．．．．．．．．．．． 
；・・・・;
.....•.•.. 

,
 
．．． 

，
 

.••.•.•.. 

，
 
．．．．．．．．．．．．．． 

冬
一

0
日
間

七
四
、

二
0
回

一
四
四
回
：
・
・
:
．．．．．．．．．．．． 
:
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（
三
週
間
に
週
一
回
マ
チ
ネ
ー
）

七

0
回
…
・
:

八
八

0
名

5
 

4' 4
 

3' 3
 

2l 

年
問
使
用
日
割
と
し
て
は
稽
古
の
た
め
の
日

―
二
日
間
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

2
 

1' 
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①

機

構

図

国

立

劇

場

附
属
舞
台
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

演
劇
の
た
め
の
養
成
機
関
に
つ
い
て

三
、
第
二
国
立
劇
場
の
た
め
の
芸
術
家
の
養
成

↑

,
1
1
1
,
1
|
'
i
l
i
_
i
iー
ー
ー
・
!
§
ー
，
，
．
；
＇
ー
・
ー

1
1ー
ー1ーー，

④
国
立
劇
団
の
必
要
性

ー
，
＇
音

楽

科

/――--研 本
究科
科
-＝ . ~ 
年年
¥ 

1

舞

踊

科

＿

演

科

本

科

三

年

／

〔
研
究
科
二
年
）

劇

（
研
究
科
二
年
）

演

出

科

劇
場
は
、
単
な
る
「
建
造
物
」
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
演
劇
上
演
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
人
的

と
に
創
造
、
享
受

F

啓
蒙
、
情
報
提
供
等
の
業
務
が
充
分
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら

演
劇
創
造
の
主
体
で
あ
る
「
俳
優
ア
ン
サ
ソ
ブ
ル
6

ハ
0
1
八

0
人
程
度
）
」
が
、
劇
場
固
有
の
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

て
常
置
さ
れ
て
い

な
い
。

そ
れ
故

、
物
的
配
慮
の
も

-13-
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演
出
料

定

員

科
応
募
資
格

墓
集
人
員

募
集
時
期

イ
、
研
究
科 教

育
・
運
営
組
織

教
育
・
運
営
組
織
附
記

学
長
、
学
長
補
佐
、
各
科
主
任
三
名
、
各
専
攻
専
門
職
七
名
、
合
計
十
二
名
は
専
任
と
し
、
教
育
、
運
営
に
あ
た
る
。

各
教
科
の
教
員
は
一
年
以
上
三
年
以
内
の
契
約
制
と
し
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
委
嘱
す
る
。

随
時
、
臨
時
諧
師
を
委
嘱
す
る
。

科
（
三
ケ
年
）

イ
、
研
究
科
（
ニ
ヶ
年
）

演
劇
科

二
、
三
名

二
十
名

い
W

g
|

．I
|
|
|

＇
り
＇
~
叶
〇
ぷ’
|
|
|
|
c
t
&，9
‘
:
i
i
i
'

?
)
：

5`. 

f
 

上
演
実
習
、
各
劇
団
へ
の
実
地
研
修
、

出
演
等
を
中
軸
と
し
、
実
際
活
動
を
通
じ
て
演
劇
芸
術
の
研
究
を
深
め
る
。

一
学
年
二
十
名

高
校
卒
業
以
上
の
二
十
五
オ
ま
で
の
男
女

浪
劇
科

募
集
要
項

ア
、
本

演
劇
芸
術
の
理
論
的
、
技
術
的
基
本
を
教
育
す
る
。

ア
、
本 事

務
局
員
は
専
任
と
す
る
。

伽

演

劇

科

概

要

゜

こ
れ
と
同
程
度
の
学
力
を
有

運
営
委
員
会
（
八
名
）

学
長
、
学
長
補
佐

各
科
主
任

事
務
長

劇
場
担
当
理
事

書

記

、, 9 

二
名 一名 一名

現
代
舞
踊
専
門
職

舞
踊
科
主
任
|
ー
|
l
|ー

L
|
ー
日
本
舞
踊
専
門
職

西
洋
舞
踊
専
門
職

(jj) 

教
書部各学育

外 科 長 委
記 ょ 主 ‘ 員

り任学会

三長＾
名補九

佐名 1

-I 

演
出
科
主
任

—
歌
舞
伎
専
門
職

演

劇

科

主

任

|

|

｀

／

門

職

:

/

[

[

事

務

員

演
劇
科
の
楊
合
は
、
本
科
卒
業
生
を
対
象
と
し
、
演
出
料
の
場
合
は
、
本
科
卒
業
生
及
び

す
る
者
を
対
象
と
す
る
。

-15- ー14-



教

員

室

(1) (2) 

①

附

講

師

控

室

①

応

接

室

・

談

話

室

⑧

各
科
主
任
室

各
科
研
究
室

(3) (8) 

学

長

室

(1) 

学
生
ホ
ー
ル

(1) 

図

書

室

(1) 

講

義

室

゜゜
（注）

゜仰

（
学
長
補
佐
・
会
議
室
）

:'

~i'~l 

名

(lO 体

育

①

音

楽

大

①

中

②

小
(1) 

舞

踊

日

本

舞

踊

室

③

現

代

及

実
習
室

設

実
験
劇
場
①

施
を
決
め
る
。

各
科
と
も
教
員
及

本
科
及
び

演

劇

大

①

中
⑧

研
究
科
の
卒
業
生
は
、
本
人
の
希
望
及
び
劇
団

音
楽
、
美
術
に
関
し
て
は
国
立
東
京
芸
術
大
学
な
ど
と
交
流
を
は
か
る
。

び
施
設
の
交
流
を
は
か
る
。

小
①

9
-

心

,0
，

t
羹
'

芸
術
家
養
成
に
関
し
て
は
、
音
楽
、
舞
踊
部
会
と
も
協
議
す
る
。

教
育
内
容
等
に
関
し
て
は
、
今
後
、
小
委
員
会
を
設
け
て
研
究
、
作
成
す
る
。

び
西
洋
舞
踊
室
⑱

（
国
立
、
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
）

の
要
請
に
よ
り
、
所
属

-17- ー16-



包
海
外
演
劇
に
関
す
る
著
作
物
・
資
料
の
翻
訳
紹
介

向
演
劇
関
係
著
書
論
文
目
録
の
作
成

佑

内

外

の

現

代

演

劇

及

び

劇

場

に

関

す

る

調

査

研

究

5

現
代
演
劇
充
実
発
展
の
た
め
の
基
本
的
調
査
研
究

!V) 
(7) 
伽

出

版

部

包 （ウ）

四
、
第
二
国
立
劇
場
に
お
け
る
調
壺
・
研
究
及
び
資
料
と
情
報
の
収
集
。
保
存
。
提
供

演
劇
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

第
二
国
立
劇
場
に
お
け
る
舞
台
芸
術
創
造
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
演
劇
関
係
者
そ
の
他
一
般
の
利
用
に
供
す
る
。

全
国
の
図
書
館
に
対
し
て
演
劇
の
頷
域
に
関
し
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
す
。

及

び

提

供

並

現
代
演
劇
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
第
二
国
立
劇
場
の
活
動
を
促
集
す
る
た
め
の
研
究
調
査
、
情
報
の
収
集

び
に
出
版
等
の
活
動
を
行
う
。

内
外
の
現
代
演
劇
に
関
す
る
研
究
書
、
論
文
、
戯
曲
等
の
図
書
及
び
雑
誌
紀
要
等
の
定
期
刊
行
物
等
の
収
集
、
整
理
、
保
存

及
び
提
供

部

内
外
の
現
代
演
劇
に
関
す
る
次
の
資
料
を
収
集
、
整
理
、

上
演
台
本
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

楽
譜
、
レ
コ
ー
ド
、

内
外
の
演
劇
研
究
機
関
、
劇
場
、

テ
ー
プ
、

フ
イ
ル
ム
、

保
存
し
、
利
用
に
供
す
る
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

ポ
ス
タ
ー
、
演
出
プ
ラ
ソ
、
装
置
プ
ラ
ソ
、
照
朋
プ
ラ
ン
等

ス
ラ
イ
ド
、
写
真
等

団
体
等
と
の
情
報
交
換

内
外
の
現
代
演
劇
の
動
向
お
よ
び
活
動
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
並
び
に
第
二
国
立
劇
場
そ
の
他
内
外
の
関
係
施

設
等
へ
の
提
供

国
内
演
劇
関
係
施
設
及
び
演
劇
関
係
者
等
へ
の
レ
フ
ア
レ
ソ
ス
。
サ
ー
ビ
ス

第
二
国
立
劇
場
の
動
向
及
び
現
代
演
劇
に
関
す
る
機
関
誌
の
定
期
的
刊
行

演
劇
に
関
す
る
研
究
成
果
＂
，
収
集
資
料
の
公
表
等
の
た
め
の
演
劇
書
の
刊
行
狂

第
二
国
立
劇
場
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
刊
行

調
査
研
究
室

印

゜

(71 

資

料

印

図

書

部

ウ ィ ア
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(jj) (jl 

i

駐

車

場

（ウ）

情
報
セ
ソ
ク
ー

伯

養

成

所

m
演
劇
劇
場

施
設
の
主
な
区
分

⑫ 

調
査
研
究
室

事
務
室
、
資
料
庫
、
会
誤
室
等

⑪

出

版

部

事

務

室

⑩

図

書

館

R

資

料

部

事
務
室
、
資
料
庫
等

読
書
室
、
試
写
室
、
事
務
室
、
展
示
室
等

ー
ス
、
管
理
施
設
、
倉
庫

R
 

⑦
 
養

成

所

附
嵐
実
験
劇
場

⑥

倉

庫

各

種

倉

庫

⑤ 

各
種
製
作
場
、
倉
庫

④ 

管
理
部
門
施
設

製
作
関
係
施
設

事

務

室

管

理

施

設

、

機

械

室

等

③

公

共

エ

リ

ア

②

観

客

席

①

舞

台

け）

敷
地
内
に
は
、
地
中
、
地
上
と
も
に
障
害
物
の
な
い
事
。

（エ） （ウ）

高

低

差

地
盤
疱
質

ア

五、

駐
車
場
を
含
め
、
各
施
設
を
充
分
に
収
容
す
る
面
積
を
確
保
で
き
る
事
が
望
ま
し
い
。

で
き
る
だ
け
整
っ
た
形
を
も
ち
、
有
効
な
活
用
が
で
き
る
事
が
望
ま
し
い
。

i
:
'、,
1
"
3
9
V

『i
i
,

—

:
a
-
0
1
i
l
i
i

出
来
る
だ
け
大
き
な
高
低
差
が
無
い
事
が
望
ま
し
い
。

良
質
の
地
質
で
あ
る
事
が
望
ま
し
い
。

敷
地
内
の
障
害
物舞

台
部
分
、
舞
台
裏
関
係
、
楽
屋
、
稽
古
場
等

一、

0
0
0名

ロ
ビ
ー
、

入
口
、
通
路
、

事
務
室
、
教
室
、
倉
庫
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等

ホ
ー
ル
、
体
育
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ン

投

光

室

ーフ

ジ

オ

II 

テ

レ

ビ

中

継

室

瞬

光

機

械

室

操監

作 督

室室

プ

ロ

ジ

ク

シ

ン

キ

サ

室

光

室

四

0
0

一
五
六
九

二
九
〇

一
五
〇

ニ
八
―
•
五

一
七
六

一
六
〇

六
〇 八 八 六

二
五

1
0
 

六

(
-
0
0
五
＋
三

0
二
十
二
六
二
）

二
七
ー
五
三
の
三

0
% 小

計
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五四三ニー〇九八七
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⑥ 九八七六 六五四：：：：ニー 0 八

舞シ楽照 音衣待舞小大か舞奈 倉事食ホク入観 附 機

ムロ ャ 明
属

響 台道道つ 台
ワ ロ 客 実

要 ワ 験
員 I 器 器 裳 合 要 イロ・ 席

劇
シ 具 事 具 具 ら 員

務 玄 場 械
室具 エ関・

ャ ヽ 置 I 
ヮ脱 // 置 務 II 置置控 ＊舞

I 衣 な I 

室室屋 場場室 所 場 場 室 落 庫所堂どクル台 室

|． 

ー 四 八

一0 0三 ー 五 一0 三0 0 三ー0 ニ四 00 - - 0 六 五 六 八 九

゜六七 0 0 〇五 0 0 0 0 四 九

゜＇ 
ヽ

七 I 

七
七 の

五 5 
＋ ％ 

小 小
八

計 計 五
!' ＋ 

七
四

゜ノー• ヽ 七 ， 
九 九

客

羹
II 
四

゜゚

L ， 

I 
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（ウ）

⑫ ⑪ ⑲ ⑨ 

出
版
部

五

図
書
部

資
材
部

⑦

養

成

所

⑧

附

属

実

験

劇

場

五
五
〇

二
九
〇

計

四
九
五
六

的

投

成

所

計

⑥ ⑤ 

倉
庫
関
係

管
理
部
門

製
作
関
係

二
三
二
七

ニ
八
―
―

④
 

②
③
 
観
客
席
・
公
共
エ
リ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー

調
査
研
究
室

四
四
四
三

三
二
四
五

二
三
九
九

―――
10 

一
九
、
五
八
八

七
、
三
五
五

稽
古
場

二

0
二
九

楽

屋

舞
台
裏
技
術
部
分

客
席
内
技
術
部
分

八
一
三

七
九
八

六
五
一

① 5 

台

六
七
六

舞

台

ニ
四
七
一

手

控

室

゜

駐

車

場

業

者

出

演

者

場

観

客

用 用

七
五
〇

六

0
0

ニー
0
0

ハ
四
八
〇

10人に一台七OX＠三〇

八人に一台―二五XR-―10

10台―ox@六0

⑫ ⑪ ⑩ 

1七七七七六 調
ノ．‘ 出 六六六六六六 図 -ノヽ -／‘ 

三ニー〇九 査 八 版 七六五四三二 書 - 0 
研 部 部

機共事会資 究 事 倉展試レ読事 事資

室
通

料コ

ス

械ぺ務議料 務 示写 I 書務 務閲

I ド 覧

室ス室室庫 室 庫室室室室室 室室
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五
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ィ
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客
席
階
数

2
階

前
舞
台

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ビ
ッ
ト

舞
台
機
構

高
さ

プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
ア
ー
チ

数
甚

上
下
・
左
右
に
移
動
し
、
開
口
部
、
前
舞
台
に
変
化
を
与
え
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ビ
ッ
ト
と
組
み
合
せ
に
よ
り
数
種
の
変
化
す
る
ア
ダ
ブ
ク
プ
ル
形
式
と
す
る
。

舞
台
端
よ
り
客
席
最
後
部
ま
で
の
距
離

奥
行

階階

言．五

一
九

・
O

セ
リ
舞
台

ワ
ゴ
ン
ス
テ
ー
ジ 数

某

廻
り
舞
台

一
四
•
五
直
径
x
-

八

0
名
収
容

―
二
•
四

一
九
・
八

奥

舞

台

巾

（
六
六
尺
）

（
六
六
尺
）

高
さ

―
二
•
四

一
九
・
八

奥
行

一
九
•
r

ハ

袖

舞

台

巾

一
九
・
八

高
さ

奥
行

一
九
・
八

主

舞

台

巾

一
九
・
八

II 

高
さ

七
•
三

ニ
ニ
・
七

舞
台
開
口
部

巾

1
0
・
九

客

席

数

1
0
0
0
 

・
建
築
面
積

（
一
部
と
り
は
ず
し
可
能
と
す
る
）

（
三
六
尺
）
1
-
匹
•
五
（
四
八
尺
）

（
二
四
尺
）

（
六
六
尺
）

（
六
六
尺
）

（
七
五
尺
）

（
六
六
尺
）

（
六
六
尺
）

合
計

体
育
館

実
習
室
・
舞
踊
室

1
-
5
教
室
等

付
属
実
験
劇
場

八
七
五

五
五
九

七

0
四

七
七
九

句

養

成

所

け）イ

建
築
面
積

演
劇
劇
場

⑬

そ

の

他

・
建
築
延
面
積

主
舞
台

脇
舞
台

奥
舞
台

才
ケ
ビ
ッ
ト

一
階
客
席

一
階
客
席
ロ
ビ
ー

食

堂

ー＿
2

（
楽
屋
＋
舞
台
裏
技
術
）

大
道
具
組
立
場
等

II

倉
庫
等

大
計

三
九
二

七
八
四

三
九
二

八
四

五
八
五

九
七
五

九

0
0

八
五
〇

一
八
四
＝
＝
｝

―1
0
0
 

五
六
四

計
計

計

二
、
九
一
七

m
 

2
 

1
0、
八
二
二

ニ
八
、
五
―
ニ

四
、
一
―
二

八
五

0

二
、
九
四
三

七
、
九

0
五

一
、
五
六
九
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築
睾

堂
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幽
脳

S
 
蒸

甜
距

字
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擦
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蚕
翁

袖
娃

踏
暇
+
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1
5
1
0
0
蛙

赳
.
.
)
'
｛
姐
配
さ
油
釦
配
年

1ヤ
心

足
S
'

悪
叫

嘩
G
瑶

遷
迂
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n
ヤ
叙
器
ヤ
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涸
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娃
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載
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描
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如
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国
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兵
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甘
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・
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ヽ
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薬
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A
心

知
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ヽ
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茶

薬
4
恥
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A
)
ね）

足
勾

疇
Q
賑
4
暉

当
砧

廷
註

恥
共

和
も

ふ
g

心
炉

(;;---1ヤ
l(l°

looe1 



衣裳部屋•談話室。かつら置場。発声練習室
公演衣裳置場・医務室。小道具室

音響効果•履物。大道具
衣裳・小道具。床山・
照明。操作

舞台開口部

ー

6
£
ー

三一ォ喜庄ラボックス

客席 監督室。ミキサー室。調光室
投光室 •TV中継室 •R中継
室・撮影室

公共エリア
クローク・ホワイェ・貴賓室
化粧室・医務室・託児室・
喫煙•売店 二



(7） 

a
 ゜

有
料
（
客
席
の
半
分
程
度
は
五

0
0
円
程
度
の
低
料
金
席
と
す
る
）

入

場

料

公
演
種
目
・
公
演
回
数

文
楽
、
歌
舞
伎
、
新
劇
、
交
響
楽
、

演
を
行
う
。

オ
ペ
ラ
及
び
バ
レ

工
の
う
ち
一
開
催
県
に
つ
き
五
種
目
十
回
程
度
の
公

派
遣
公
演

⑤

内

容

④

会

場

公
立
文
化
施
設
そ
の
他
適
当
な
施
設

派
遣
舞
台
芸
術
公
演
（
以
下
「
派
遣
公
演
」
と
い
う
）
、
地
元
舞
台
芸
術
公
演
、
祝
典

⑥

時

期

文
化
庁
、
開
催
県
の
県
教
育
委
員
会
等

九
月
か
ら
―
二
月

② ①
 移

動
芸
術
祭

開
催
県

主
催
者

-41-

イ
実
施
方
法
及
び
内
容

ア

趣

旨
I 和

四
七
年
度
移
動
芸
術
祭
及
び
青
少
年
芸
術
劇
場
に
つ
い
て

中
央
か
ら
派
遣
す
る
す
ぐ
れ
た
舞
台
芸
術
の
公
演
と
各
地
方
の
民
俗
芸
能
そ
の
他
特
色
あ
る
舞
台
芸
術
公
演
と
か
ら
な
る

移
動
芸
術
祭
を
（
五
ヶ
所
）
で
実
施
す
る
と
共
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
派
遣
舞
台
芸
術
の
巡
回
公
演
を
全
国
的
に
行

な
い
地
方
に
お
け
る
芸
術
鑑
賞
の
機
運
の
誤
成
と
芸
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

宮
城
県
・
山
形
県
・
千
葉
県
・
三
重
県
・
和
歌
山
県
・
福
岡
県
・
佐
賀
県
の
五
ヵ
所

← l9. 8 m 1 19.8m|  19. 8m | 

製作場 奥舞台 倉庫

袖舞台

マラ

砧

口クイサ

＼
 

i
[
-舞主

畑舞台

機械室

事務室

稽古場照明室倉庫

山

客席

駐車場

「

日

s• 
6
1
 

I

E

8

 
·61

— 

、¥'ノ傭
演
劇
劇
場
主
要
略
図

（
 

G・ L. 
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力 オ 工

派

遣

費

、

公

演

檄

、

プ

ロ

グ

ラ

ム

作

成

費

文

化

庁

の

負

担

公
演
に
要
す
る
経
費

七

月

な

い

し

八

月

昼

間

公

演

公
演
の
時
期
等

場

公
立
文
化
施
設
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
施
設

会 文
化
庁

開
催
地
の
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等

ゥ

主

価

者

公
演
の
種
目
は
、
能

国
的
に
巡
回
公
演
を
行
う
。 狂

言
、

文
楽
、
新
劇

(
2
班
）
、
オ
ペ
ラ
、

ハ
レ
エ
及
び

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
全

イ

実

施

の

方

法

及

び

内

容

青
少
年
の
芸
術
鑑
賞
能
力
の

-43-

ァ

趣青
少
年
に
対
し
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
、
演
劇
等
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

向
上
と
豊
か
な
情
操
の
か
ん
捉
に
資
す
る

3

旨

ウ
，
ー
，

伽

青

少

年

芸

術

劇

場

内

訳

印

公

演

回

数

―
―
―
―
一
回

巡
回
公
演

三
三
県

移
動
芸
術
祭

五
カ
所

七
県

ェ

四

七

年

度

実

施

状

況

m
開
催
県
数

実

施

に

要

す

る

費

用

は

、

文

化

庁

及

び

地

元

主

催

者

の

負

担

額

ウ

経

費

移
動
芸
術
祭
の
場
合
に
準
ず
る
。

③
 

開
催
県
の
希
望
及
び
巡
路
を
勘
案
し
て
き
め
る
。

(1') 

②

公

演

種

目

・

公

演

回

数

① 

式

典

及

び

公

演

と

す

る

。

移
動
芸
術
祭
巡
回
公
演

移
動
芸
術
祭
出
演
の
派
遣
公
演
を
移
動
芸
術
祭
往
還
途
上
に
あ
る
呉
に
巡
回
さ
せ
る
。

主
催
者
・
会
場
・
入
場
料

c
 
祝

典

b
 
地
元
公
演

原
則
と
し
て
開
催
県
の
属
す
る
プ
ロ
ッ
ク
内
に
伝
承
す
る
民
俗
芸
能
の
公
演
を
行
う
。

開
催
県
・
時
期
等

並
び
に
入
場
料
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る
。
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キ ヵ 才 工 ゥ

で
あ
る
。

性
を
探
査
す
る
ま
で
は
、
決
定
を
控
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

シ
ソ
フ
ォ

-45-

シ’

(j) 
ク キ

ゆ）
会
場
費
、
宣
伝
費
、

開
催
県
数

連
絡
費
そ
の
他
必
要
な
経
費

四
三
県

入
場
者
の
資
格

青
少
年
(
-
四
才
以
上
一
九
才
以
下
の
者
）

入
場
料

無

料

ヶ
四
七
年
度
実
施
状
況

l
m
 

佑

公
演
回
数

内

訳
文

楽六
回

文
化
庁
予
算
額

六

0
回能

楽五
回―1

0
、

べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、

劇
場
の
比
率
を
変
え
る
た
め
に
、

オ
ペ
ラ

九
回

一
六
九

八
回

バ
レ
エ

1
0回

千
円

②
劇
場
建
設
の
基
本
的
概
念

劇
場
計
画
時
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
事
項

以
下
の
文
章
は
、
ア
メ
リ
カ
劇
場
建
設
計
画
委
員
会
が
「
劇
場
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
（
一
九
六
九
年
刊
）

画
時
点
に
於
て
考
慮
す
べ
き
事
項
」
と
し
て
公
け
に
し
た
施
設
に
関
す
る
部
分
の
一
部
で
あ
る
。

C
o
n
c
i
d
e
r
a
t
i
o
n
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
l
a
n
n
i
n
g
 
o
e
r
i
o
d
 
f
r
o
m
 
t
h
e
a
t
r
e
 
c
h
e
c
k
 
l
i
s
t
 
(
1
9
6
9
)
 

p
r
e
a
r
e
d
 
b
y
 

t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 T
h
e
a
t
r
e
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 B
o
a
d
,
I
n
c
.
 

ァ
非
営
利
又
は
興
業
事
業
の
劇
場
を
建
設
す
る
場
合
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
財
政
的
援
助
、
並
び
に
劇
場
計
画
に
対
し
て
、

そ
の
劇
場
の
基
本
理
念
の
確
立
と
第
一
要
件
を
探
求
す
る
任
務
を
も
つ
少
人
数
の
作
業
グ
ル
ー
プ
を
作
る
c

こ
の
基
本
埋
念
は
、
こ
の
独
特
の
劇
場
建
築
に
関
し
、
予
測
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
要
件
に
関
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
等
の
要
件
が
相
反
す
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
を
除
外
し
て
調
停
す
る
。

第
二
次
要
件
と
し
て
色
々
な
要
望
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
第
一
次
要
件
に
於
て
決
定
さ
れ
た
劇
場
の
容
量
を
大
き
く
変

え
る
よ
う
な
指
令
が
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
小
劇
場
向
戯
曲
上
演
に
適
す
る
舞
台
は
、
小
集
会
又
は
室
内
楽
に
同
時
に
適
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
、

ソ
フ
オ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
も
適
用
さ
せ
る
た
め
に
、
劇
場
を
拡
大
し
て
小
劇
場
的
要
件
を
犯
す
の
は
愚
と
い
う

大
き
な
音
楽
喜
劇
上
演
に
適
す
る
よ
う
、
第
一
次
計
画
で
立
案
さ
れ
た
建
物
は
、

二
＇
演
奏
、
グ
ラ
ソ
ド
・
オ
ペ
ラ
及
び
大
集
会
に
も
適
応
す
る
。

し
か
し
、
或
劇
場
で
は
、
仕
切
り
に
よ
っ
て
或
数
の
座

席
を
カ
ッ
ト
し
て
容
量
を
減
少
す
る
設
備
を
備
え
て
建
築
さ
れ
た
観
覧
席
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
次
元
の
変
更
に
よ
っ
て

一
般
的
に
は
満
足
す
べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
。

劇
場
理
念
と
第
一
次
要
件
の
最
終
草
案
が
起
草
さ
れ
る
以
前
に
、
砂
築
家
を
選
定
し
、
最
終
決
定
前
に
建
築
家
の
寄
与
を

求
む
べ
き
で
あ
る
。

座
席
数
、
敷
地
の
場
所
、
劇
勘
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
作
業
グ
ル
ー
プ
、
建
築
家
及
び
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
が
完
全
に
可
能

計
画
さ
れ
る
劇
場
と
同
種
類
の
、
特
定
の
現
存
す
る
劇
場
で
の
実
際
公
演
状
態
を
グ
ル
ー
プ
の
メ
ソ
バ
ー
は
見
学
す
べ
き

劇
場
の
最
高
の
結
果
を
生
む
条
件
を
無
視
し
て
、
単
に
客
席
容
量
を
拡
大
す
る
こ
と
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で

交
響
楽

新

劇
二
二
回

合

t
 

吾
＂

ハ
0
回

開
催
地
の
主
催
者
の
負
担

の
中
で
「
劇
場
計
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(jj) 

ー

b
 

a
 

ホ 二 ロ ィ

一
五

0
0席
以
上

九

0
0
1
一
五

0
0

五

0
0
~
九

0
0

五

0
0
以
下

-47-

（ケ） （ク） 缶 （力） 如 包
ケ ク

何
を
格
納
し
た
ら
よ
い
と
思
う
か
？

は
な
く
て
、
よ
り
多
く
の
補
助
金
を
求
め
る
考
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

公
演
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
劇
場
と
し
て
保
証
さ
れ
、
外
観
に
関
し
て
は
極
力
経
黄
節
約
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

格
納
及
び
稽
古
に
対
す
る
便
宜
は
外
観
に
優
先
し
て
第
二
の
重
要
事
項
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て
各
専
門
の
劇
場
人
に
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
種
別
的
に
話
を
き
く
が
よ
い
。

S

問
題
の
場
所
に
於
て
ど
ん
な
活
動
が
行
わ
れ
る
か
？
一
定
の
時
間
に
何
人
動
員
で
き
る
か
？

た
い
。
例
え
ば
作
業
場
、
衣
裳
部
屋
等
に
つ

伯
あ
な
た
は
、
ど
れ
位
の
広
さ
の
場
所
を
使
っ
て
い
る
か
？
（
高
さ
も
示
さ
れ

つ
い
て
）
あ
な
た
に
と
っ
て
は
ど
れ
位
の
広
さ
が
望
ま
し
い
か
？

ゆ
こ
の
場
所
で
活
勁
す
る
の
に
、
ど
ん
な
備
品
、
或
い
は
設
備
が
必
要
で
あ
る
の
か
？

過
去
、
何
が
損
傷
し
、
又
何
を
加
え
た
い
か
？

劇
場
に
於
て
、

い
か
ヽ

あ
な
た
の
場
所
と
他
の
場
所
と
の
理
想
的
関
係
は
ど
う
か
？
つ
ま
り
近
い
方
が
よ
い
か
、
遠
い
方
が
よ

そ
の
条
件
は
何
か
？

。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
必
要
性
と
関
連
性
の
必
要
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

あ
な
た
の
場
所
は
ど
ん
な
ふ
ん
囲
気
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
？
そ
れ
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
？

も
し
そ
れ
が
理
想
的
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
部
屋
の
様
子
を
：

．．．． 

例
え
ば
床
、
壁
、
照
朋
器
具
等

格
納
場
所
に
つ
い
て
の
意
見
は
？

他
の
部
所
と
の
電
話
連
絡
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

非
能
率
、
不
飼
迷
惑
の
原
因
と
な
る
す
べ
て
の
事
柄
を

現
状
の
設
備
で
作
業
上
不
十
分
な
点
が
あ
れ
ば
表
示
せ
よ
。

表
示
し
、
そ
の
解
消
手
段
を
提
示
さ
れ
た
い
。

他
に
自
由
な
御
意
見
を
0

以
上
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ド
は
劇
場
計
画
の
討
議
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

f

劇
場
が
建
設
さ
れ
た
後
、
改
造
並
び
に
拡
張
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
き
、
最
初
の
費
用
が
い
く
ら
か
高
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
最
小
限
の
犠
性
で
変
更
が
で
き
る
よ
う
は
じ
め
か
ら
計
画
し
て
お
く
こ
と
。

劇
場
建
設
の
概
念

以
下
の
文
章
は
、
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ハ
ム
（
建
策
家
・
英
国
劇
場
・
技
術
家
協
会
会
員
）
が

の
中
で
、
劇
楊
建
設
時
に
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
述
べ
た
一
部
で
あ
る
。

T
h
e
a
t
r
e
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 

「
劇
場
計
画
」

(
1
9
7
2
)
 

e
d
i
t
e
d
 
b
y
 R
o
d
e
r
i
c
k
 
Ham 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
o
f
 
B
r
i
t
i
s
h
 T
h
e
a
t
r
e
 T
e
c
h
n
i
c
i
a
n
s
 A
B
1
T
 

劇
場
の
形
式
と
規
模

客

席

数

イ

特

大

劇

場

ロ

大

劇

場

ハ

中

劇

場

ニ

小

劇

楊

表
現
形
式
の
種
別

演
劇

A

演
劇

B

e

x

．
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ァ
歴
史
劇
な
ど
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の

グ
ラ
ソ
ド
オ
ペ
ラ
、
室
内
バ
レ
エ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
音
楽
劇
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

室
内
オ
ペ
ラ
、
室
内
バ
レ
エ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
音
楽
劇
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

コ
ソ
サ
ー
ト

A
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ソ
サ
ー
ト

（
一
九
七
二
年
刊
）
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7
 

6
 

c
 

b
 

a
 法

規

5

安
全
管
理
、
非
常
ロ

h
 

g
 
音

楽

f

反
響
板

二
五
は
／
2
m
,
m
u
s
i
c

e
 
残
響
時
間

一
秒
／
二
秒

点
而
:
s
p
e
a
c
h
 

d
 
バ
ル
コ
ニ
ー
の
問
題

c
 

IJ

サ
イ
タ
ル

コ
ー
ラ
ス
コ
ソ
サ
ー
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
規
模

客
席
の
設
計

視
覚
的
見
地

。
フ
ロ
セ
ニ
ア
ム
劇
場
の
セ
ッ
テ
ィ
グ
ラ
イ
ソ
か
ら
客
席
最
後
部

オ
ペ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

サ
イ
ト
ラ
イ
ソ

音
響
的
見
地

舞
台
と
客
席
の
関
係
形
式

視
線
の
問
題

音
響
的
問
題

基
礎
的
な
音

客
席
の
勾
配

客
席
の
サ
イ
ズ
・
形

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト

座
席
配
饉
、
安
全
法
規

舞
台
機
構
、
設
備
関
係
の
計
画

―
二

0
名

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
と
舞
台
の
関
係

防
火
ヵ
ー
テ
ソ
・
シ
ャ
ッ
タ
ー

セ
ll

、
安
全
性

4
 

3
 b

 
a
 

舞
台
か
ら
俳
優
、
歌
手
た
ち
の
声

ア
ダ
。
フ
タ
ブ
ル
形
式

ロ

。
フ
ロ
セ
ニ
ア
ム
ス
テ
ー
ジ

イ

一六

0
度
円
周

c
 ．
 

c
 

二

観
客
席
と
舞
台
の
容
積

ノ‘

観
客
席
の
内
装
壁
面

ロ イ

反
射

残
響
時
間

ロ イ

視

距

離

演
劇

2
 b

 
a
 

e
 
映
写
設
備

d
 

複
合
利
用
（
昼
夜
公
栖
）
、
断
続
利
用

e
x
．
レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム

c
 ロ イ チ 卜 ヘ

テ
ム
等

公
演
方
法

コ
ソ
サ
ー
ト

B
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

フ
ォ
ー
ク

k
 
舞
台
転
換

吊
物
と
操
作
盤

傾
斜
舞
台

‘-
． 

ロ
ソ
グ
ラ
ソ
シ
ス
テ
ム
、
巡
回
公
演
シ
ス
テ
ム
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
シ
ス

――-
0
m
 

二
0
m
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演
劇
劇
場

テ
ア
ク
ー
・
ハ
ウ
平
均
値
市
立
劇
場

国
立
小
劇
場

東

京

国
立
大
劇
場

東

京

日
生
劇
場
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東
京
文
化
会
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劇
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バ
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劇
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劇
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場
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欧
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主
要
劇
場
資
料
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空
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暖
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設
備
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理

15 14 13 

製
作
場
関
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12 11 10 
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六
月
二
七
日

小
委
員
会
開
催

六
月
一
八
日

ハ

月

八

日

小
委
員
会
開
催

第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
事
業
専
門
委
員
会
演
劇
部
会
審
議
経
過

昭
和
四
八
年
二
月

二
月
二
七
日

三
月
一
四
日

三
月
二
七
日

五
月
一
四
日

五
月
ニ
―
日

小
委
員
会
開
催

第
六
回
演
劇
部
会
開
催

五

月

七

日

小
委
員
会
開
催

五
月

二
日

西
月
一
六
日

小
委
員
会
開
催

四
月

ハ
日

キ
達
ー
ぃ
｀
}

m
ト

（
第
一
回
）
合
同
会
誠
開
催

第
二
回
演
劇
部
会
開
催

第
四
回
演
劇
部
会
閲
催

第
五
回
浪
劇
部
会
胎
催

第
七
回
演
劇
部
会
開
催

四

月

四

日

小
委
員
会
開
催

小
委
員
会
開
催
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一
月
一
六
日
第
三
回
演
劇
部
会
開
催

小
委
員
会
開
催

劇）

九
日
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
事
業
専
問
委
員
会

c
 9. 

CI•ON 

キ
憾
ー
[
い
困

5

令
達
睦
剖

甜

T
挙

L
 

舞

客席奥行

①

劇

場

主

要

部

分

図

キ運ト．`

4
A
.ト

D
 

（
第
一
回
） c

 

• zs 
tiJI¥啜
40戦
州及

び
部
会

（
音
楽
・
舞
踊
・
演
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〇

増

見
森

晋

六

利

清

釣

◎

印

は

部

会

長

〇

印

は

副

部

会

長

〇

印

は

小

委

員

会

委

員

（
国
立
劇
場
理
事
）

（
演
出
家
・
俳
優
座
）
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